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平成 27 年 12 月期第２四半期連結累計期間業績予想値と  

実績値との差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ  
 

平成 27 年２月９日に公表しました、平成 27 年 12 月期第２四半期連結累計期間（平成 27 年１月
１日～平成 27 年６月 30 日）の業績予想値と実績値との差異につきまして、下記のとおりお知らせ
いたします。また、最近の業績動向を踏まえ、同じく平成 27 年２月９日に公表しました通期（平
成 27 年１月１日～平成 27 年 12 月 31 日）業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせ
いたします。 

 

記  
 

１．平成 27 年 12 月期第２四半期連結累計期間業績予想と実績値の差異 

                               （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
四半期 
純利益 

１株当たり 
四半期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ） ５０,０００ １００ ５０ △３５０ △１円３６銭 

実 績 値 （Ｂ） ５０,１８７ △３３１ △３０８ △８６５ △３円３６銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） １８７ △４３１ △３５８ △５１５ － 

増 減 率（％） ０．４ － － － － 

（ご参考）前第２四半期実績 

（平成 26 年 12 月期第２四半期） 
４８，３７５ △１６９ △３５ △５２３ △２円０３銭 

 

 
２．平成 27 年 12 月期通期連結業績予想の修正 

                               （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） １０６，０００ １,９００ ２,１００ １,０００ ３円８８銭 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） １０６，０００ １,４００ １,６００ ５００ １円９４銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） － △５００ △５００ △５００ － 

増 減 率（％） － △２６．３ △２３．８ △５０．０ － 

（ご参考）前期実績 

（平成 26 年 12 月期） 
１０４，１０５ ８８７ １,１６８ △１１０ △０円４３銭 
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３．差異の理由 
 

（1）第２四半期連結累計期間実績差異の理由 

 売上高につきましては、当初計画を確保したものの、第１四半期連結会計期間において、洋

菓子事業における既存店売上の回復に苦戦しました。また、製菓事業におきましても、中国事

業が好調に推移したものの、単体菓子において、原料価格高騰に対応して規格改定を実施した

主力製品の売上確保に苦戦しました。  

損益面では、上記売上実績を受け、洋菓子事業におきましては、既存店売上の回復の遅れに

より物流費等の販売費比率が上昇したことなどがあり、厳しい状況となりました。製菓事業に

おきましても、単体菓子において、一部主力製品の販売量が減少したことに加え、販売促進費

が増加したこともあり、損益を下振れさせることとなりました。  

この結果、営業利益、経常利益及び四半期純利益は、いずれも前回予想を下回りました。  

 

（2）通期連結業績予想の修正の理由 

 通期の損益面につきましては、第２四半期連結累計期間の損益が予想値を下回ったため、通

期の営業利益、経常利益及び当期純利益について修正を行うものであります。  

第２四半期連結会計期間におきましては、売上、損益面の対策の効果が徐々に現れており、

第３四半期連結会計期間以降につきましても、引き続き、洋菓子事業において、主力製品の品

質向上につとめるとともに、積極的に推進しております店舗改装をさらに加速させることによ

り、既存店売上の回復につとめ、収益の確保に取り組んでまいります。製菓事業におきまして

は、現有主力ブランド製品の品質改善に加え、増量を含めた規格の見直しを実施することによ

り競争力アップをはかるとともに、効果的な販売促進策を通して売上高を確保し、収益の確保

につとめてまいります。さらに、経費面では、物流費、人件費等の改善及び販売促進費の管理

の強化など、常に業務の効率化を徹底し、経費の圧縮につとめてまいります。 

 

以    上  


